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Ⅰ　はじめに

















































ケート回答数は１年生が 328 件，２年生からは 245 件，



































占める割合は 56.0％であったが，１年生は 213 人で，

















全体 1 年 2 年 3 年
学習支援のみ 153 92 42 19
イベントのみ 189 93 69 26
学習支援とイベント 137 76 45 13
学習支援とその他 1 0 1 0
イベントとその他 3 1 2 0
その他 8 2 5 1






















































ポスター 115 37 29
SNS 129 42 35
協力員 187 70 68
看板 33 4 2
センター 196 71 54
HP 27 6 6
チラシ 24 5 5
その他 2 2 2





















































ボランティア経験 はい いいえ 無回答
ある 16 100 1
ない 74 443 3






































きっかけ 208 95 45.7 123 58 47.2 63 25 39.7
バイト・部活 160 46 28.8 79 22 27.8 62 20 32.3
関心 18 5 27.8 5 0 0.0 13 4 30.8
交通手段 35 4 11.4 20 2 10.0 6 0 0.0
時間 169 55 32.5 101 37 36.6 47 11 23.4
不安 45 13 28.9 22 6 27.3 16 4 25.0
無回答 23 10 10
－ 66 －
大学生のボランティア参加に関する意識
多忙となったりしていることが背景にあるのではない
かと考えられる。これを踏まえれば，次年度以降，特
に新１年生に力を入れてボランティアへの参加機会に
関する情報提供を呼びかけるべきと言える。
（２） 興味のあるボランティア
　「あなたがやりたいと思う被災地ボランティアが
あったら教えてください」という問いに対して，学生
の回答は学習支援とイベントのいずれかに偏ることは
なかった。教育復興支援センターに寄せられる情報は
主に学習支援のボランティアへの参加の呼び掛けが中
心であるが，学習支援に限らず幅広いジャンルのボラ
ンティア情報を伝えることが宮教大生のボランティア
意識を高めることにつながるのではないかと考える。
（３） ボランティア情報をどこで目にするか
　「ボランティア情報をどこで目にしましたか」とい
う問いに対しては教育復興支援センターからのメール
と協力員からの情報を受け取っている宮教大生が多
かった。このことから，教育復興支援センターによる
呼びかけと協力員の連絡双方が効果を挙げているとい
う結果が得られた。また，協力員が在籍している１，
２年生では他の情報を目にしていなくとも，協力員か
らの情報は目にしていると答えた人が多かったことか
ら，協力員による情報発信が効果的だったと言える。
（４） ボランティアに取り組まない理由
　「ボランティアに参加しない理由」として１年生で
は，きっかけがなかったという回答が多かった。また，
２年生はアルバイトや部活で時間がなかったという回
答が多く寄せられた。１年生は，アンケートをとった
時期がボランティア活動の盛んになる夏休み前だった
ため夏休み終了後にアンケートをとったならば，異な
る結果が得られるのかもしれない。したがって，（１）
でも挙げたが，１年生にはボランティア活動に取り組
むきっかけを与えられるような宣伝活動を行っていく
べきである。
　また，２年生以上は先述のようにバイトや部活など，
そのほかの活動に時間がとられやすくなってしまうの
で，より早い学年からのボランティア参加を呼び掛け
るべきという傾向が顕著になっている。
（５） 個人の経験とボランティア経験の関係
　今回の調査では個人の経験はあまりボランティア経
験に反映されないという傾向があった。このことから，
ボランティア活動は限られた思い入れの強い人だけが
取り組むものではなく，幅広い人に呼びかけを行い，
むしろ参加することでより強い思い入れを持たせるよ
うな支援を行っていくべきである。
　以上，本研究では，入学後間もなくの新１年生を含
む全学年の学部学生を対象に，東日本大震災の復興支
援ボランティアに関する意識や関心，情報入手ルー
トなどについて聞いたアンケート調査の結果と考察を
示した。こうした結果や傾向を踏まえ，次年度以降の，
効果的な教育復興支援ボランティア活動の実施につな
げて行きたい。
付記
　本アンケート調査にご回答いただいた学生に記して感謝申し上げます。
　本研究は，センター付教員である小田による指導，原稿校閲のもと，アンケート調査班長の四ノ宮が調査の総括，
分析・考察の執筆，伊藤が冒頭の説明を執筆，佐藤がまとめ部分の執筆，その他のメンバーが協力して調査票の作
成，配布，結果のとりまとめを行った。本研究の集計に当たり，板垣翔大氏（宮城教育大学大学院修士課程）及び
分析にあたり，庄子元氏（東北大学大学院博士課程）にご協力を賜った。
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